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　当社は長期ビジョン「Shibusawaビジョン」を踏まえ、横浜港本牧ふ頭に新
たな倉庫を建設いたしました。これは物流事業の競争力強化とサービス領域の拡大
の推進を目指すもので、輸出入貨物の取り扱いに適した拠点として位置づけていま
す。
　新倉庫は、定温／定湿機能を備えることで今後も需要増加が見込まれる輸入食品
や輸入酒類等を含めた輸出入貨物を主に取り扱うことになります。
　全天候型施設であることに加え、商品の品質を維持するためドックシェルター、
オートシェルターを各２基、定温／定湿フロア専用の垂直搬送機を備えたことで、
外気の影響をうけることなく商品の入出庫が可能となっています。２Ｆ、３Ｆのそ
れぞれ約坪の流通加工エリアには作業者に配慮し、空調を完備しています。
　本施設には屋上緑化、太陽光パネルを設置し、ＣＡＳＢＥＥ認証やＺＥＢ認証の
取得をはじめ、電力のグリーン化など環境に配慮した大型施設を運営することで、
当社のＥＳＧへの取り組み強化につながり、地球温暖化等の社会課題に寄与するの
はもちろんのこと、そこで働く従業員や協力会社の方々が快適に、生き生きと働く
ことができる職場環境を整えることで、人的資本価値の最大化にもつながるものと
考えています。
　新たな拠点となる本牧倉庫の建設にご理解とご協力をいただきましたすべての関
係者の皆さまに感謝申し上げます。

澁澤倉庫株式会社

倉庫フロア

定温／定湿フロア

エントランス 空調付き流通加工エリア

ドックシェルター・オートシェルター 休憩室
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■工　事　名　称：（仮称）澁澤倉庫本牧ふ頭計画
■建　設　地：横浜市中区本牧ふ頭８番
■建　築　主：澁澤倉庫株式会社
■設　　　計：株式会社安藤・間一級建築士事務所
■監　　　理：株式会社安藤・間工事監理一級建築士事務所
■施　　　工：株式会社安藤・間東京支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：複合構造（ハイブリッド）柱ＰＣ・梁Ｓ造地上４階建て
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年６月～年月

　この施設は、既存の山下ふ頭倉庫
からの移転先として、また新規品目
の取り扱いを目的として本牧ふ頭に
計画されました。倉庫業法１類倉庫
の機能を持ち、保税倉庫として運用
されます。地上４階建、１階バース
型で２～４階へは搬送機にて対応し
ます。
　倉庫内の有効天井高さは．ｍ以
上を基準とし、商品保管の妨げにな
らないよう設備配管を含めて計画し
ました。柱がプレキャストコンク
リート、梁が鉄骨のハイブリッド
ラーメン構造によりフレキシブルな
空間を実現。１階床にはフラットス
ラブを採用し、支持杭をバランス良
く配置して親杭の地震力を負担させ
ることで、構造コストを削減してい
ます。
　１階の一部および２階すべての倉
庫が定温定湿庫となっており、天吊
りパッケージエアコンおよび超音波
加湿器によって温度℃／湿度％
の空調環境を確保、温度帯の異なる
間仕切りには発泡不燃ウレタン断熱
材を吹付けて築造式の定温定湿庫を
形成しています。
　倉庫内の照明は人感センサー付き
ＬＥＤを採用して省エネを実現、屋
根には弊社ＰＰＡ事業によって約
kWの太陽光パネルを設置するこ
とで多くのエネルギーを創出（発電
能力は年間MWh）し、見事竣
工時のZEBを取得しました。設計時
にはCASBEE-Aランクを取得して
おり、当施設の環境性能をアピール
できることはひとつの大きな成果だ
と感じています。

　株式会社安藤・間
建設本部建築設計部　鴨田裕人


